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跡地活用検討委員会             2026.07 

 

提言にあたっての検討事項について 

 

  これまでにいただいたご意見および松葉地区の課題と可能性を踏まえ起案した「提言にあ

たっての基本方針と主な検討事項（案）」を基に検討事項を整理しましたので、皆様のご意見

をお聞かせください。 

 

１．いただいた主なご意見 

  （資料） アンケート結果 （Q２０・Q２１） 

  （資料） 龍ケ崎市・北竜台市街地・松葉地区の人口推移 （P１～P３） 

  （資料） 松葉６丁目からの要望・説明 

  （資料） 松葉小PTAからの提言 

  （資料） 自主防災連絡会・高齢者支援会議からの要望 

 

２．提言にあたっての基本方針（案） 

  松葉地区の課題と可能性を踏まえ跡地活用を検討し、松葉地区が “住みたくなるまち”  

  “住み続けたいまち” となるための跡地・コミセン活用などのハード面の取組みとあわせ 

  生活･福祉・子育て・防災などのソフト面の取組みを提言します。 

 a)現役世代・子育て世代など、若い人達が“住みたくなるまち”となるための提言 

  ・跡地を活用した優良な“住まい”や“生活環境”の提供について 

  ・子育て世代を対象とした“子育て支援”の充実について 

  ・子供達を対象とした“学びと遊びの機会”の充実について 

 b)私達が“住み続けたいまち”となるための提言 

  ・住民の活動拠点化のための“コミセン”拡充について 

  ・生活・福祉・子育て・防災などの支援拠点化のための“コミセン”拡充について 

 

 注）次項以下の検討事項は、一般的な事例を参考にまとめたもので、検討事項の主な事項 

   を（概要）として､関連する事項を（補足）として記述しています。 

   また、検討事項には長山地区と連携し相乗効果を図るべき内容も含まれています。 
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３．検討事項 

 a)現役世代・子育て世代など、若い人達が“住みたくなるまち”となるための提言 

 ①跡地活用用地を活用した優良な“住まい”や“生活環境”の提供について 

  検討事項 ① 現役・子育て世代の移住の受皿となる“魅力的な”住宅の提供（販売） 

  （概要） ・緑や共用スペースを配し自由設計の“子育て世帯向け住宅”を提供（販売）する 

  （補足） ・短期的には現役・子育て世代の移住が期待できるが、継続して受入れるには、 

    提供（販売）できる住宅が不足することが予想される 

 

  検討事項 ② 現役・子育て世代の移住の受皿となる“魅力的な”賃貸住宅の提供 

  （概要） ・「敷地内に緑や共用スペースがある」「間取りや内装を選択できるオプション付 

    き」「専用庭のあるメゾネットタイプ」など、ニーズにあわせた“子育て世帯向け賃 

    貸住宅”を提供する 

  （補足） ・現役・子育て世代の移住を継続して受入れるために、移住時の優遇策や子育 

    て支援とあわせ、松葉・長山地区の既存住宅の家財整理や賃貸・売却の相談と 

    事業者紹介などの支援に取組み住宅（販売・賃貸）を提供し、住替え促進を図る 

    ことも不可欠となる 

 

  検討事項 ③ まちの“魅力”となる施設の開設 

  （概要） ・“子育て世帯向け賃貸住宅”とあわせて、現役・子育て世帯と高齢者世帯の支援 

    を中心とした“総合施設”を専門機関や事業者と連携し開設する 

    【現役・子育て世帯向け】 

  ・妊活・出産・産後・子育ての相談窓口と事業者紹介 

  ・小・中学生を対象とした学びと遊びの機会提供 

  ・移住・住替えの相談窓口と事業者紹介 

  ・女性のキャリアアップのための学びの機会提供 

    【高齢者世帯向け】 

  ・医療・介護・福祉などの相談窓口と事業者紹介 

    ・既存住宅の家財整理や賃貸・販売の相談窓口と事業者紹介 

    【全世帯共通】 

  ・住民活動・交流活動・災害時支援のためのスペース提供 

  （概要） ・跡地活用用地に“現役・子育て世帯向け賃貸住宅”と“学びと遊びの機会”のス 

    ペースを、コミセン用地に他のスペースを提供し、一体化を図る 
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 ②子育て世代を対象とした“子育て支援”の充実について 

  検討事項 ① 妊活・出産・産後・子育ての支援 

  （概要） ・医療などの専門機関と連携し、妊活・出産・産後・子育ての相談窓口を設け 

    事業者などを紹介し支援する 

 

  検討事項 ② 放課後・土日祭・休業期間などの幼児・小・中・高生の居場所の提供 

  （概要） ・事業者などと連携し、“学びと遊び”の場を午前７時から午後７時まで提供し、 

    急病時にも対応する 

  （補足） ・小学校を活用した「児童クラブ」「放課後子ども教室」の取組み事例（別紙参照） 

   ・他に、学校外施設を利用した児童館（小・中・高生対象）の取組み事例 

 

 ③子供達を対象とした“学びと遊びの機会”の充実について 

  検討事項 ① 体験と専門的指導を受ける機会の提供 

  （概要） ・事業者などと連携し、小・中学生を対象とした居場所を提供するための学習・運 

    動・イベント・飲食スペースとあわせて、ICT・カルチャー・スポーツ・教科（英語・ 

    数学など）の体験と専門的指導を受ける機会を提供する 

  （補足） ・北竜台学園などの地区内施設とあわせ、たつのこアリーナなどの地区外施設も 

    送迎し活用する 

 

  検討事項 ② 教育環境の整備と充実 

  （概要） ・教職員の働き方改革や専門的教員の採用などによる教育環境の整備と指導の 

    質・量を充実させる 

  （補足） ・教育環境の整備と充実の取組み事例について（別紙参照） 

   ・教職員の語学研修による成果の事例 

    R4英検３級以上の中学生：福井84.7%←茨城52.4%←平均49.2%→鳥取13.5% 

 

 

 

    

 

●GIGAとは「Global and Innovation Gateway for All」の略語で､GIGAスクール構想とは、 

 文部科学省が推進する ICT教育に関する取り組みのことで､全ての児童が最新の情報 

 通信技術（ICT）を活用するための学習環境を整備する内容となっています。 

●ICTとは、「Information and Communication Technology（情報通信技術）」の略で、コンピ 

 ュータやネットワークを使って情報を保存・処理し､人やモノの間で通信・共有するための 

 技術や仕組み全体を指す用語です。 



[4] 

 

 b)私達が“住み続けたいまち”となるために 

  ①住民の活動拠点とするための“コミセン”拡充について 

   ※別紙「松葉コミュニティセンターを核とした活動拠点の拡充」参照 

  検討事項 ① コミセンを整備し住民活動の拠点化 

  （概要） 住民活動・交流活動と各種相談窓口と事業者紹介のための主な整備として 

   ・１階に、２００名規模の会議・イベントが開催できるスペースと厨房室を配置 

   ・大きさ・利用団体数の調整がし易いように、スペースを可動壁で間仕切る 

   ・屋外イベントスペースとして活用できるよう、屋内スペースと公園を連結させる 

   ・ダンス・コーラス・演奏などで利用できるよう、防音などの専用スペースを設ける 

   ・授乳など、乳児のケアーができる個室を設ける 

   ・車椅子・ベビーカーの乗入れができるよう、館内もバリアフリー化する 

   ・音響・録音・撮影・投影などの機材を常備する 

   ・夜間利用と周辺住居に配慮し周辺・通路の照明は庭園灯とする 

 

  ②生活・福祉・子育て・防災などの支援拠点とするための“コミセン”拡充について 

   ※別紙「松葉コミュニティセンターの地区防災拠点化」参照 

  検討事項 ① コミセンの支援拠点化 

  （概要） ・生活・福祉・子育てや女性のキャリアップなどの相談窓口や相談会や交流会など 

    のイベントを定期的に開催し事業者紹介などの支援をおこなう専用スペースを 

    設ける 

   ・既存住宅の家財整理・賃貸・売却と移住・住替えの相談窓口や相談会などのイベ 

    ントを定期的に開催し事業者紹介などの支援をおこなう専用スペースを設ける 

   ・医療・介護・福祉などの相談窓口と相談会などのイベントを定期的に開催し事業 

    者紹介などの支援をおこなう専用スペースを設ける 

   ・福祉避難所や在宅避難者の支援拠点とするため、館内照明やトイレなどは日常 

    的にソーラや地下水を利用し、衛生管理や体調管理などのための設備なども設 

    ける 

   ・福祉避難所として医療・介護・福祉などの公的支援を日常的に受けている配慮世 

    帯の受入（５０世帯１００名程度､１０００㎡の専用スペース）を想定し､ベッド・３日～ 

    ５日分の飲料水・食料と日用品・衛生用品などをコミセン敷地内に備蓄する 

  （補足） ・コミセンの拡充・支援拠点化は、当面の旧小学校校舎等の活用を通して、その 

    実績に基づき計画・整備する 
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 c)その他、跡地活用にあたって要望 

   跡地を活用するにあたっての条件として、以下を要望します。 

  要望 ① 跡地を周回する“木陰のある遊歩道”を設けること 

   「緑に囲まれた住宅街」の環境維持を目的として、既存の市道に加え県道側に市道と街 

   路樹を整備し、跡地を周回する“木陰のある遊歩道”（ＭＡＰ上の        ）を設ける 

   ことを要望します。 
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  要望 ② 数値目標を設け継続し取組むこと 

   跡地活用などの整備で終わることはなく、「松葉・長山地区の現役世代・子育て世代（２５ 

   歳～５４歳）の人口構成比３０％台」を目標として検証・改善し、継続的に取組むことを要 

   望します。 

 

 年齢 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 計 世帯

松葉１ 16 29 23 27 42 34 36 33 44 65 69 38 31 35 61 153 117 50 11 2 1 917 464

松葉２ 1 10 9 22 36 18 5 6 6 11 43 65 49 30 13 7 4 4 3 0 0 342 133

松葉３ 5 14 9 16 17 8 7 12 24 33 36 27 21 19 49 109 63 27 6 2 1 505 247

松葉４ 7 6 8 10 5 7 10 11 11 23 18 18 15 21 45 81 43 8 3 1 1 352 169

松葉５ 6 11 20 13 19 12 17 23 32 27 38 32 26 36 50 85 59 12 11 3 0 532 258

松葉６ 6 10 13 25 10 13 7 19 29 25 37 29 40 67 117 88 50 16 7 2 0 610 291

小柴１ 1 5 4 2 4 3 2 7 0 7 4 5 5 6 1 2 2 0 0 1 0 61 28

小柴４ 19 30 41 55 117 59 43 37 54 80 78 68 63 104 132 127 59 28 15 3 0 1212 670

61 115 127 170 250 154 127 148 200 271 323 282 250 318 468 652 397 145 56 14 3 4,531 2,260

1.3% 2.5% 2.8% 3.8% 5.5% 3.4% 2.8% 3.3% 4.4% 6.0% 7.1% 6.2% 5.5% 7.0% 10.3% 14.4% 8.8% 3.2% 1.2% 0.3% 0.1% 100.0%

構成比 100.0%

41 80 82 113 129 92 82 104 146 184 241 209 182 208 335 523 336 117 41 10 3 3,258 1,562

1.3% 2.5% 2.5% 3.5% 4.0% 2.8% 2.5% 3.2% 4.5% 5.6% 7.4% 6.4% 5.6% 6.4% 10.3% 16.1% 10.3% 3.6% 1.3% 0.3% 0.1% 100.0%

構成比 100.0%

年齢 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 計 世帯

95 155 225 251 179 148 153 179 275 314 356 273 250 324 473 516 231 104 50 13 3 4,567 2,083

2.1% 3.4% 4.9% 5.5% 3.9% 3.2% 3.4% 3.9% 6.0% 6.9% 7.8% 6.0% 5.5% 7.1% 10.4% 11.3% 5.1% 2.3% 1.1% 0.3% 0.1% 100.0%

構成比 100.0%

年齢 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 全年齢 世帯

松葉 61 115 127 170 250 154 127 148 200 271 323 282 250 318 468 652 397 145 56 14 3 4,531 2,260

長山 95 155 225 251 179 148 153 179 275 314 356 273 250 324 473 516 231 104 50 13 3 4,567 2,083

156 270 352 421 429 302 280 327 475 585 679 555 500 642 941 1168 628 249 106 27 6 9098 4,343

1.7% 3.0% 3.9% 4.6% 4.7% 3.3% 3.1% 3.6% 5.2% 6.4% 7.5% 6.1% 5.5% 7.1% 10.3% 12.8% 6.9% 2.7% 1.2% 0.3% 0.1% 100.0%

100.0%

年齢 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 全年齢 世帯

354 568 781 906 954 695 683 740 975 1,220 1,438 1,352 1,408 1,439 1,640 1,715 897 447 191 48 6 18,457 8,497

1.9% 3.1% 4.2% 4.9% 5.2% 3.8% 3.7% 4.0% 5.3% 6.6% 7.8% 7.3% 7.6% 7.8% 8.9% 9.3% 4.9% 2.4% 1.0% 0.3% 0.0% 100.0%

構成比 100.0%

年齢 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 全年齢 世帯

1,572 2,291 2,871 3,497 4,042 3,562 3,393 3,524 4,035 4,896 6,093 5,523 5,058 4,944 5,412 6,010 3,799 2,187 1,025 308 45 74,087 36,427

2.1% 3.1% 3.9% 4.7% 5.5% 4.8% 4.6% 4.8% 5.4% 6.6% 8.2% 7.5% 6.8% 6.7% 7.3% 8.1% 5.1% 3.0% 1.4% 0.4% 0.1% 100.0%

構成比 100.0%

11.7%

17.9%

11.5%

29.1%

年代別人口（2026.04現在）

27.0%

11.6% 41.4%

37.5%

16.0% 45.3%

松葉計

長山 計

計

市全域

19.8% 31.2%

19.3% 31.2% 15.0% 34.6%

19.3% 34.4% 14.3% 32.0%

松葉
6会計

13.7% 26.1% 12.0% 48.3%

北竜台



1龍ケ崎市・北竜台市街地の人口推移
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（出典：国勢調査）
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※2025年（令和7年）は住民基本台帳人口
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（出典：国勢調査）

生産年齢人口

老年人口

年少人口

松葉地区の人口

北竜台市街地の人口

松葉地区の人口のピーク

北竜台市街地の人口のピーク

（平成7年） （平成12年） （平成17年） （平成22年） （平成27年） （令和2年） （令和7年）

※2025年（令和7年）は住民基本台帳人口

松葉地区（松葉１～６丁目及び小柴1・4丁目）の人口推移
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1995年の方が人口が多い年齢層 2020年の方が人口が多い年齢層

1995年の人口構成 2020年の人口構成

　
　

　
　
　
　

2050年
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2020年の方が人口が多い年齢層 2050年の方が人口が多い年齢層

2020年の人口構成 2050年の人口構成

1995（H7）年と
2020（R2）年の比較

この色の面積
の部分（0～54歳）
人口が減少した

この色の面積
の部分（55歳以上）
の人口が増加した

この色の面積の部
分（80歳以上）の人口が
若干増加する見込み

この色の面積の
部分（0～79歳）人口
が減少する見込み

2020（R2）年と
2050（R32）年の比較

（出典：国勢調査、国総研(将来人口・世帯予測ツールV3)）

松葉地区の人口推移比較

1,283人(約21％減)減 1,657人(約35％減)減

＼ 過去25年で ／ ＼ この先30年で ／
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年齢構成比較（2020時点） ～松葉・龍ケ崎市・全国～

龍ケ崎市

全国

松葉

松葉地区の年齢構成

① 65歳～79歳の人口が全体の35％を占めている。（全国：19％）

② ０歳～１４歳の人口が全体の7.7%と低い傾向にある（全国：12％、龍ケ崎市：11%)

③ 20歳～24歳の人口が少なく、大学卒業後に転出する傾向がある。

①③②

（出典：国勢調査）



２ 調査結果（単純集計） 
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Ｑ２０ 市では松葉コミュニティセンター、松葉第三児童公園を一体で再整備し、松葉小学

校跡地は民間活用も視野に入れた新たな活用方法を検討しています。再活用ゾーン

（コミュニティセンター・公園）に求める機能を教えてください。（当てはまるもの

を最大３つまで選んでください） 
 

【全体】 

選択肢 
回答者数 

n=1,791 
若者・子育て世代をはじめ、多世代が
利用したくなるようなラウンジ 375 

学習スペースや図書コーナー 227 

高齢者の集いの場 181 

可動間仕切り等により、様々な用途
に対応できる大きめの会議室 80 

軽運動・合唱・介護予防等を想定した
遮音・鏡張りの部屋 94 

非常発電設備を設置する等、防災機
能や避難所環境の充実強化 304 

夏祭りやイベント等で使える屋内外
スペース 180 

既存の樹木を活かした緑あふれる空間 193 

キッチンカーの乗り入れ等も考慮し
た、遊歩道（通学路）の再整備 106 

その他 37 

（無回答） 14 

合 計 1,791 

 

 

 再活用ゾーン（コミュニティセンター・公園）に求めることとしては、「多世代が利用したくな

るラウンジ」が 20.9%で最も高く、次いで「防災機能や避難所環境の充実強化」が 17.0%、「学

習スペースや図書コーナー」が 12.7%となっています。 

 北竜台グリーンハイツとパークハイムでは、「多世代が利用したくなるラウンジ」が他地区と比

較して高くなっています。 

 松葉 1丁目とパークハイムでは、「高齢者の集いの場」が他地区と比較して高くなっています。 

 タウンハウス、県営北竜台アパート、パークハイムでは、「防災機能や避難所環境の充実強化」

が他地区と比較して高くなっています。 

 松葉 1丁目と県営北竜台アパートでは、「夏祭りやイベント等で使える屋内外スペース」が他地

区と比較して高くなっています。 

 松葉 5丁目と松葉 6丁目では、「既存の樹木を活かした緑あふれる空間」が他地区と比較して高

くなっています。 

 松葉 2丁目では、「遊歩道の再整備」が 10.4%で、他地区と比較して高くなっています。 
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２ 調査結果（単純集計） 
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Ｑ２１ 続いて、新規活用ゾーンに求める機能を教えてください。（当てはまるものを最大

５つまで選んでください） 

 

【全体】 

選択肢 
回答者数 
n=2,529 

子育て支援施設（児童館、子育て相談・交
流スペース等） 321 

保育園・幼稚園・認定こども園 138 

学習塾や予備校 60 

若者・子育て世代向けの賃貸住宅 96 

飲食店（レストラン・ファストフード店等） 235 

物販店舗・ドラッグストア等 98 

カフェ・居酒屋等 187 

フィットネスジム等 53 

事業所（オフィス） 25 

コワーキングスペース・テレワーク拠点・
シェアオフィス等 64 

病院・診療所等 233 

地域包括支援センターや高齢者相談窓口 226 

デイサービス等の高齢者福祉施設 227 

芝生の広場・憩いの場 236 

スポーツや体を動かすためのグラウンド等 243 

その他 78 

（無回答） 9 

合 計 2,529 

 

 

 

 

 

 新規活用ゾーン（松葉小学校跡地）に求めることとしては、「子育て支援施設」が 12.7%で最も

高く、次いで「スポーツや体を動かすためのグラウンド」が 9.6%、「飲食店」が 9.3%、「芝生の

広場・憩いの場」が 9.3%、「病院・診療所等」が 9.2%となっています。 

 県営北竜台アパートでは、「学習塾や予備校」「フィットネスジム等」が 8.7%と他地区と比較し

て高くなっています。 

 松葉 2丁目とタウンハウスでは、「カフェ・居酒屋等」が他地区と比較して高くなっています。 

 松葉 5丁目とパークハイムでは、「病院・診療所等」が他地区と比較して高くなっています。 
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子育て支援施設 保育園・幼稚園・認定こども園

学習塾や予備校 若者・子育て世代向けの賃貸住宅

飲食店 物販店舗・ドラッグストア等

カフェ・居酒屋等 フィットネスジム等

事業所（オフィス） コワーキングスペース等

病院・診療所等 地域包括支援センターや高齢者相談窓口

デイサービス等の高齢者福祉施設 芝生の広場・憩いの場

スポーツや体を動かすためのグラウンド等 その他

（無回答）



令和 8 年(2026 年）1 月 10 日

龍ケ崎市総務部管財課御中

龍ヶ崎市松葉 6 丁目自治会

会長 金久 博忠

松葉小学校跡地活用に関する要望書

拝啓、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素より地域活動の推進にご尽力いただき、厚く御礼申し上げます。

さて、当自治会区域内に所在する松葉小学校跡地につきまして、地域住民の安全、安心、

そして持続可能な地域づくりの観点から、下記の通り施設の再整備、及び再活用について

要望申し上げます。

【要望事項】

１．傷害を持つ方や要支援者も利用できる施設の整備

・バリアフリー化を徹底し、障害の有無にかかわらず誰もが利用できる環境づくりを

お願いしたい。

・地域の要支援者が安心して過ごせる支援拠点としての機能を希望します。

２．高齢者向けの施設の充実

・高齢化が進む地域の実情に合わせ、交流・健康増進・見守り機能を備えた施設の

整備を要望します。

３．子育て支援および子供向け支援の充実

・子育て世帯が安心して利用できるスペース、子供の学び・遊びを支える環境の

整備を要望します。

４．高齢化・要支援者向け福祉、介護、医療、に寄与する体制整備

・地域包括ケアの観点から、福祉・介護・医療が連携できる拠点としての機能を盛り込

んでいただきたい。

・災害時の避難支援にも活用できる体制づくりを希望します。

５．コミュニティセンター周辺、隣接する公園や歩道周辺の緑化推進と明るいまちづくり

・周辺の緑化整備を進め、地域住民が憩える明るく安全な環境づくりをお願いしたい。

・地域コミュニティの活性化に寄与する景観形成を希望する。

以上のとおり、松葉小学校跡地が地域の多世代が安心して集い、支えあえる拠点として再

生されることを強く願っています。

地域の未来を見据えたまちづくりのため、何卒ご高配賜りますようお願い申し上げます。

敬具
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                          2026.03.08 

松葉小学校区自主防災連絡会 

 

北竜台学園・松葉コミュニティセンターの地区防災拠点化 

および当面の松葉小学校跡地施設利用について 

 

  小・中学校統合により防災上の課題が生じることから、松葉小学校跡地活用前までの

跡地施設利用および北竜台学園・松葉コミュニティセンターの地区防災拠点化を以下の

ように要望いたします。 

  また、松葉地区防災拠点整備を進めていくために、令和８年の早い時期に要望事項

についての協議の場を設けていただくよう、お願いいたします。 

 

１．防災上の課題について 

防災課題① 大規模地震発生時の「地区防災拠点」および「一時（いっとき）避難場所」 

         の確保 

  松葉地区では、大規模地震発生時には住民の多くが在宅避難者となると予想されて

いること、コミュニティセンターは被災した要配慮者のための福祉避難所として利用する

ことなどから、在宅避難者や要配慮者のための援助要請受付や支援情報・物資提供の

拠点として、更には自主防災会役員・ボランティアの活動の拠点として､小学校に代わる

「地区防災拠点」の確保が必要となっています。 

  また､逃げ遅れを防ぐため､地震による火災発生時には自主防災会毎に「一時避難場

所」に集合し点呼をとってから避難所へ移動することを推奨していますが､保健所移転や

小・中学校統合などによりスペース不足が予想されており､松葉地区の６自主防災会のた

めの「一時避難場所」のスペース確保が必要となっています｡ 

 

防災課題② 小・中学校統合後の「地区避難所」の指定 

  小・中学校統合により北竜台学園を地区避難所として長山地区と共同利用することが

予想されますが､長山地区と運営体制などを協議し整備する必要もあり､早期に地区避

難所として指定し利用できる施設・設備等を具体的にすることが必要となっています。 
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          2026.03.08 

                                           高齢者支援会議 

 

松葉コミュニティセンターを核とした活動拠点の拡充 

および当面の松葉小学校跡地施設利用について 

 

  松葉地区では、高齢化が進み住民同士による支えあい・助けあいの大切さを実感する

ことが多くなっていますが、その前提となる自治会や住民グループによる活動が縮小して

おり、地区と自治会が活動の活性化に取組んでいます。 

  この状況下にあって、今回の小・中学校統合では、交流・協働活動のための“場所”の

確保が課題となっていることから、以下の松葉コミュニティセンターを核とした活動拠点の

整備と松葉小学校跡地活用前までの跡地施設利用について要望し、あわせて協議の場

を設けていただくよう、お願いいたします。 

 

１．課題について 

  ●自治会や住民グループの活動拠点の確保 

   松葉地区６自治会の構成は２００～４００世帯となっており、全員が参加できる会場が 

   ないことが課題となります。このことは、小学校の跡地活用が進み松葉コミュニティセ 

   ンターが拡充された後には、会議室だけではなく屋外イベントのスペース確保も課 

   題となります。 

   また、活動拠点の確保とあわせて、高齢者に限らず子育て世代の活動も考慮した 

   環境整備も課題となってきます。 

 

２．要望として 

  ①自治会・住民グループの活動（公的組織・事業者との共同事業を含む）の“場所” 

     として、松葉コミュニティセンターと周辺の公園・緑地帯などの拡充 

    ・大会議室・厨房など１階スペースの拡充、屋外イベントスペースと周辺の児童公 

     園・緑地帯の拡充と環境整備、高齢者に限らず子育て世代の活動も考慮したバ 

     リアフリー化と設備の拡充があがっています 

  ②跡地活用開始前までの松葉小学校跡地施設の利用 

    ・利用期間を限定し、自治会・住民グループの活動や公的組織・事業者との共同 

     事業の“場所”として、跡地の体育館・家庭科・図工室・教室・駐車場などの利用 

     があがっています 

  ③「元気館まつば」の活動継続 

    ・「元気館まつば」については、小学校閉校後も跡地活用前までは施設利用がで 

     きること、「元気館まつば」を含めた複合型公共施設とする場合には、自治会や 

     住民グループなども利用することから、大会議室とともに小・中会議室の増設が 

     必要となることがあがっています 











 

事 業 名 （ 担 当 課 ） 実 施 場 所 申 込 方 法

【内　   容】    放課後や長期休業期間中にお子さんを預かり、安全な時間と場所を確保し、児童の健全な育成を図ります。 【提出書類】

　児童クラブ 市内各小学校 【開  所 日】　月曜日から金曜日、土曜日、学校休業日（春・夏・冬休み等） ①　入所申込書　一式

保護者が就労等により （専用施設あり） 【閉  所 日】　日曜日、祝日、8月13日～16日、年末年始（12月29日～1月3日） ②　就労証明書

昼間留守家庭となる市内在住または 【開所時間】   授業終了後から午後7時まで　/　土曜日・学校休業日　午前7時30分から午後7時まで 　（週3日以上かつ1日4時間以上勤務）

市立小学校に通学する児童 ≪土曜日開所施設≫ 【延長保育】　午後7時から午後7時15分　/　午前7時から午前7時30分　（各時間帯利用につき100円 / 回） 　　又は産休・疾病等申告書

（市内在住の私立小学校通学児童も可）
　　　・守谷小学校児童クラブ

【費　　用】　◆　保育料 （日割りなし）

　　　　 (守谷小・郷州小・高野小児童）      ※夏休みに児童クラブを休所する場合、前月１５日までに休所届を提出すると規定の額に減額されます。

（生涯学習課） 　　　・黒内小学校児童クラブ
◆　児童クラブ申込書は10月から配布

☎45-1111 　　　　（黒内小・松ケ丘小・大野小児童） ◆　申込期間は11月4日～28日までの平日（市役所2階

内線273・274
　　　・松前台小学校児童クラブ

　　 生涯学習課にて受付）

※平日8:30～17:15のみ
　　（松前台小・御所ケ丘小・大井沢小児童） ⇒　11月23日（日）は9時～正午のみ市役所1階大会議室

　　　　　　　◆　活動費　月2,500円程度（金額は各クラブ保護者会によって決定します） 　   にて受付。

【注意事項】　・送迎は、保護者又はお迎え者登録している大人の方。 ◆　10月10日号の「広報もりや」に掲載予定。

　　　　　　　　　 ・長期休業期間のみの利用申込も可能です。 　　＊市HPは10月1日（水）までに公開予定。

　　　　　　　

【申請方法】

放課後子ども教室 　　　　　　　　子どもたちの安全な居場所を確保しながら、様々な場を提供します。 ・参加申込書一式を提出

市立小学校に通学する児童 市内各小学校 【実　施 日】　月曜日から金曜日で授業がある日（長期休業期間や始業式、終業式の日は実施しません。） ・守谷市電子申請フォームから申請

（生涯学習課）
家庭科室、図工室 　　　　　　　※新1年生は、5月最初の平日から参加予定です。 ◆　申込期間は11月4日～28日までの平日（市役所2階

☎45-1111
校庭、体育館　等 【開所時間】    授業終了後から午後4時20分まで 　　 生涯学習課にて受付）

内線273・274 【費　　用】　◆　参加費　月2,000円（7月・8月はあわせて2,000円） ⇒　11月23日（日）は9時～正午のみ市役所1階大会議室

※平日8:30～17:15のみ 【注意事項】　送迎は、保護者又はお迎え者登録している大人の方。 　　 にて受付。

◆　10月10日号の「広報もりや」に掲載予定。
　＊市HPは10月1日（水）までに公開予定。

※特定地域選択制度利用者（松並青葉地区）で御所ケ丘小学校または郷州小学校に通学する場合、放課後子ども教室参加費は免除になります(傷害保険料は免除になりません。）。

　　　　【保険について】入所にあたり市指定保険の加入が必要です。

　　　　【保　  険　  料】　800円（児童1人あたり年間掛金）　※児童クラブ（放課後子ども教室）利用有無に関わらず返金なし。

　　　　【 補  償  内  容 】  　

　　　　　［死亡］　　　　　　　 3,000万円 　　　［賠償責任保険支払限度額］　　　　 対人・対物賠償合算1事故5億円。ただし、対人賠償は1人1億円

　　　　　［後遺障害（最高）］ 4,500万円 　　　［突然死葬祭費用保険支払限度額］　 180万円

　　　　　［入院日額（180日程度）］ 4,000円　　

　　　　　［通院日額（30日程度）］ 1,500円

保険の加入について　（　児童クラブ　・　放課後子ども教室　共通　）

実 施 内 容

【内　   容】　放課後子ども総合プランのスタッフと、地域のボランティアの方々で協力して、

　守谷市放課後子ども総合プラン事業案内（児童クラブ・放課後子ども教室）
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ＧＩＧＡスクール・スマートもりやの具体的施策 

プログラミング教育を推進します。 

オンライン・スタディで教育の幅を広げます。 

一人一台のマイ・タブレットを貸与します。 

オンライン・クラスでもっと便利になります。 

Web 会議システムを積極的に活用します。 
■ 小学校 1・2 年生 【楽しむ】 

プログラミング体験を楽しむ活動を通して，順序よく考える力を 

身に付けていきます。 

■ 小学校 3・4 年生 【気づく】 
身近な問題の解決に対してプログラミングが便利であることに気づ 

く力を身に付けます。 

■ 小学校 5・6 年生 【つくる】 
身近な問題に対して，自らの力で解決するプログラムをつくる力 

を身に付けます。 

 

一人一台のタブレットが学びを変えます。 

■ 一人１台のタブレットの貸与 

自宅でのオンライン学習を実現します。 

■ 守谷型Ｅラーニングの実施 
守谷型 Eラーニングで、学びの個別最適化を図るオンラインデジタル 
教材を活用します。  

■ オンデマンド授業による学習支援 
いばらきオンライン・スタディ等を活用したオンデマンド授業による 
学習支援 

Web 会議システムを積極的活用します。 

WEB会議システムを活用し、様々な学びに出会うことで、

幅広い教育につなげます。    
■ 中学校区オンラインきらめきフォーラム 

■ 中学校区オンライン・イングリッシュデー 

■ 夏季休業期間中におけるオンライン登校日 

■ 学習相談会の実施 

■ テレビ会議システムを活用した休校期間中や療養中の学習支援 

GSuite クラスルームで情報を共有します。 

インターネット上にクラスを作り、課題や宿題，各種文書

を保護者へ連絡することで、ペーパーレス化を図ります。 
   

■ 連絡帳，各種文書のデジタル化 

■ オンライン上でのアンケート実施 

■ 緊急時の連絡配信  

■ 臨時休校等における課題の提示 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「だれとでも」With Anyone  学校以外でも英語に親しむことができる機会の提供 

 

守谷市の英検取得率（中学校卒業段階）  

「どこでも」Anywhere   教室以外でも英語に触れることができる環境づくり 

 

           
守谷市の英語教育・グローバル教育の具体的施策 

姉妹都市交流 絵本読み聞かせ
 

カード交流（小学校）：小学校３・５年生を対象に，季節のあいさつや日本の紹介を行います。 

青少年海外研修：市内中・高校生役 10 名を対象に，夏休み中約 1 週間ホームステイを行います。 

守谷市中央図書館との連携：幼児とその保護者と小学校低学年児童を対象に，年に数回実施します

英語検定受検料補助事業 【Ｒ２年度 予算：3,330 千円】 

 守谷市に住所を有する小中学生を対象に，公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能  

   検定（英検）の受検者に対し，予算の範囲内において，年１回受検料の半額を補助しています。 

ＡＬＴとあそぼう・話そう 
１９人のＡＬＴとコミュニケーションの楽しさを味わいます。 
小学１・２年生と小学３・４年生を対象に，原則第１土曜日の午前中（各グループ 年間４回） 

身体を動かしながら，ALT とゲームや会話によるコミュニケーション活動を行います。 

イングリッシュ・キャンプ 
グローバルな感覚を英語でみがきます。  
 小学校５年生から中学校１年生（約６０名/回）を対象に，夏季休業中及び 10 月末頃の年２回 

 実施予定。・「サバイバル・イングリッシュ」（英会話練習）や CLIL（内容言語統合型学習）クッキ 

ング，マンガ作成，実験 等，１日を ALT と一緒に英語だけで過ごします。 

     

英語で個性あふれる考えや気持ちを発信し合います。  

 小学校５年生，６年生の１８名，中学校１年生，２年生の２０名を対象に，２月中旬の土曜日の 

午前中に実施します。小学生がスピーチ，プレゼンテーション発表後，ALT と対話。中学生は，対 

話型プレゼンテーション,グループプレゼンテーション後，相手の学校と即興でやり取りをします。 

１校１ＡＬＴの配置（全 19名） 【Ｈ12年度～】 
”Good Morning“から ”See You Tomorrow”まで 
■ 大規模小学校２校，中学校４校に，２名ずつの ALT を配置しています。   
■ 英語ネイティブティチャーとの会話を通じて，英語力やコミュニケーション力を育みます。 

■ 異文化のＡＬＴとのコミュニケーションを通して，グローバルな視点を養います。 

■ 小学校のすべての英語の授業に，ＡＬＴが参加します。 

■ 学校生活，行事等に参加する ALT と交流し，全体を通して英語に触れる機会を増やします。 

 
オンライン英語交流学習 【 小小連携，小中連携学習 】  

■ 中学校区内の他の学校のＡＬＴへ自分の考えや気持ちを伝えます。 

■ 小学生同士，小学生と中学生が英語で発表したりやり取りしたりします。 

■ 休み時間に，ALT と他校の児童生徒が英語で交流します。 

English Day，English Salon 等 の設定  
■ 週に１日，English Day を設定し，児童生徒も教員も１日英語で会話をします。 

・朝の会や帰りの会を英語で実施。（中学校）・給食のメニューを英語で紹介。（小学校）  

■ 放課後に English Salon を開設し，ALT とフリートークをする。（中学校）等 

ALT による動画配信  
■ 家庭でも英語に触れることができるよう，ＡＬＴによる動画を配信しています。 

【動画例】・ＡＬＴの自己紹介 ・各校の教員や場所の紹介 ・アルファベットの学習 

     ・授業の復習     ・教科書にはない便利な英語表現 等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  守谷市の英語教育・グローバル教育の具体的施策   守谷市の英語教育・グローバル教育の基本的な考え方 

 

  「いつでも」Anytime                                    小中学校９年間を見通した英語教育カリキュラム 

 

【 守谷市の外国語教育 】 

３つのコンセプト 
１ 英語があふれる授業 

２ 児童生徒が英語で自己表現している授業 

３ 英語が飛び交う学校 

ハイブリッド（対面・オンライン）授業（Ｒ2年度～） 

学校では、終日ともに生活しているＡＬＴと、家庭ではオンラインで英語 

ネイティブティーチャーとともに、 英語を学習できるハイブリッド授業

を導入し、一人一台のタブレットの特徴を生かして、もりやの英語教

育の個別最適化学習を行います。 

教育課程特例校（Ｈ23年度～） 

小学１年生から週１回「英語活動」の時間を設定し､ＡＬＴによる英語に 

慣れ親しむ授業を実施しています。 

また､守谷市年間指導計画にフォニックスやプロジェクトアクティビティ 

（自己表現活動）を位置付け英語教育を推進しています。 

カリキュラム推進のための 

ＡＬＴと行う教職員校内研修・推進委員会   
小学校の全教職員を対象に指導力･英語力向上を目的とした校内研修を 

ＡＬＴと実施（各小学校年１回）しています。 

そして､守谷市年間指導計画に基づいた外国語の授業公開と協議を定期 

的に行い､小中連携による外国語の授業づくり・相互授業参観を行います。 

外国語教育の背景 
     

■ 学習指導要領改訂：小学校中学年外国語活動，高学年外国語科の新設 

■ 第３期教育振興基本計画 (2018～2022 年) 

・中学校卒業段階での英検３級程度 (ＣＥＦＲ Ａ１)以上取得 

または，相当の英語力を有する中学生の割合５０％を目標 

■ 全国的な英語４技能の学力検査Ｈ３０，いばらき教育プラン Ｈ２８～Ｒ２年度 

・英検３級相当以上の英語力を有する中学３年生の割合６０％を目標 

■ 大学入試改革：大学入学共通テストにおける民間の英語資格・検定試験の推奨実施 
 

守谷市の取組と方向性     
■ 小学校１年生から英語の授業を実施（Ｈ２３年度～） 

■ 中学校卒業段階の英検３級程度【ＣＥＦＲ Ａ１】以上（Ｒ元年度） 

   ・取得した割合：５５.５ ％ ・相当の英語力を有する割合：６７.９ ％ 

■ 全国学習・学力状況調査，英語４技能能学力検査(H30年度）全国トップレベル 

■ ＡＬＴの対面授業とオンライン授業の融合（Ｒ２～） 
  

目標設定と検証 
  

■ 事業評価：教育課程特例校，ALT配置事業（ 保護者ｱﾝｹｰﾄ・児童生徒ｱﾝｹｰﾄ・教員ｱﾝｹｰﾄ） 

■ 英語力調査：英検取得状況調査・【県】英検ＩＢＡ，【国】英語教育実施状況調査 

■ 指導計画の見直し：ＣＡＮ-ＤＯリスト，プロジェクト・アクティビティの精査 

「いつでも」Anytime 
  小中学校９年間を通した英語教育カリキュラム 
 

■ 教育課程特例校（小学１年生から週１時間の英語の授業を実施） 

■ フォニックスやプロジェクト・アクティビティ（自己表現活動）の位置付け 

■ ＡＬＴと行う教員校内研修，外国語教育推進委員会の実施 

■ 英語ネイティブティーチャーによるハイブリッド（ALT・オンライン英会話）授業の導入 

 

「どこでも」Anywhere 
  教室以外でも英語に触れることができる環境づくり 
 

■ 全１９名のＡＬＴを配置 

・１学校につき１名のＡＬＴを終日配置，大規模小学校及び全中学校に２名のＡＬＴを配置 

■ オンライン英語交流学習（小小連携、小中連携学習） 

■ Ｅｎｇｌｉｓｈ  Ｄａｙ や Ｅｎｇｌｉｓｈ  Ｓａｌｏｎ 等の設定 

■ ＡＬＴが作成した動画の配信 

■ 学校と家庭の学びを一体化（一人一台タブレット：ｉｐａｄ） 

 

「だれとでも」With Anyone 
  学校以外でも英語に親しむことができる機会の提供 
 

■ イングリッシュ・フォーラム    ■ イングリッシュ・キャンプ    ■ ＡＬＴとあそぼう・話そう   

■ 英語検定受検料補助事業   ■ 海外姉妹都市交流       ■ 英語絵本の読み聞かせ    



以下当日配付資料




















